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　近年の技術革新は，digital radiogra-
phy（以下，DR）に新たな可能性を開こう
としている。医療における人工知能（AI）
が注目される中，DRシステムによる検査
や診断を支援するAI技術の臨床応用が期
待されている。また，一般撮影装置を用
いた連続撮影から動画像を作成する動態
解析技術が実用化され，DRに新たな診

断体系を創出しようとしている。このよう
に，DRシステムが発展する一方で，被ば
く低減技術や線量管理の重要性も高まっ
ている。本稿では，DRの目覚ましい進化
を支えるフラットパネルディテクタ（flat 
panel detector：FPD）とその関連技術
について，最新技術動向とその臨床応用
を総括する。

FPDの技術動向

1． FPD開発の歩み

　FPD 搭載デジタル X 線撮影装置の
販売は，1998年頃から始まった。開発
当時のピクセルサイズは200μm程度で
あったが，現在は一般撮影用の高精細
タイプで100μm，マンモグラフィ用で
50～70μmの高精細化を実現している。
2001年にはワイヤ接続の可搬型FPDが，
2008年にはカセッテタイプのワイヤレス
FPDが開発された。初期の可搬型FPD
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ワイヤレスFPDや動態解析，人工知能（AI）などの近年の技術革新は，
DRシステムの適応を広げ，臨床の場に新たな可能性をもたらしています。
一方で，被ばく低減技術や線量管理の重要性も高まっています。そこで，
本特集では，近年のトピックスを整理した上で，最新技術の臨床使用
経験やメーカーの技術動向に焦点を当て，DRシステムが描き出す未来
を展望します。




